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申請者名 タイプ 事業概要 助成金額
（円）

1 国立大学法人岩手大学 Ⅰ 三陸地域を豊かにするための久慈産ジェット（黒玉）の機能
性研究 1,000,000

2 学校法人北里研究所 Ⅰ 水産未利用資源に存在する高機能性成分の有効活用法に関す
る研究 1,000,000

3 国立大学法人岩手大学 Ⅰ 画像分析技術を用いた岩手ワカメの等級規格策定と高付加価
値化の検討 1,000,000

4 国立大学法人岩手大学 Ⅰ 新規ご当地サーモンとしての海水養殖バイテク魚の可能性評価 1,000,000

5
有限会社三陸とれたて市場
国立大学法人岩手大学
国立大学法人鹿児島大学

Ⅱ 科学的視点に基づく割烹グレードの高付加価値化冷凍商材の
製造並びに解凍方法の標準規格の策定に関する研究 811,000

6 岩手県水産技術センター Ⅰ 水産食品に増殖する微生物に関する研究 999,000

7 岩手医科大学 Ⅰ 災害対応者メンタル訓練のためのバーチャルモデル構築への
取り組み 977,000

※タイプⅠ…大学等研究機関が実施する調査研究事業
　タイプⅡ…大学等研究機関と事業者が連携して実施する調査研究事業

　大学・研究機関等の知的資源を生かした三陸地域の振興に資するため、実用性・事業性の高い研究事業へ
助成を行い、その調査研究成果の普及啓発等により、三陸地域の振興に寄与する。

助成上限額 100万円
助成対象者 岩手県内に研究教育拠点を置く大学等研究機関および三陸地域の事業者
助成対象経費 調査研究にかかる経費（材料購入費、外注費、機器リース料、旅費など）

助成件数　７件
助成総額　6,787,000円

目 的

内 容

実 績

調査研究事業

















 



 



 

 



 



 





 





 



 



 

 



 

 

 



 

  



 



 



 

 

 
 

      
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 





 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 



 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

  

 



 

 



 

 

 

 



 

 

 



 

 



 



 

 

  



 

 



 



 

 

 



申請者名 地域 事業概要 助成金額（円）

1 三本木工芸 洋野町
天然素材を活用したハンドメイド「再生型商品」の開発
～「胡桃のかごバック」「蔓や樹皮の切れ端によるチャー
ム」～

305,000

2 株式会社おおのミルク工房 洋野町
乳業メーカーによる生乳を使わないアイスクリームの展開
～牛乳が苦手な方でも楽しめるアイスクリームの提供～
（「豆乳アイスクリーム（山ぶどう）」の開発）

346,000

3 株式会社プランタンいずみ 久慈市
北いわての高度な縫製技術を活用し、三陸鉄道とコラボ
した新たなアパレル製品・グッズの展開
（「さんてつ時刻表パーカー」他の開発）

436,000

4 久慈琥珀株式会社 久慈市
琥珀と恐竜の街・久慈市！オリジナル恐竜スイーツ新土
産の開発と販売
（「恐竜の森　さくほろクッキーティラノボーロ」の開発）

478,000

5 有限会社早野商店 岩泉町 宮古湾産牡蠣と紫波町産ワインを用いた全く新しい加工
品の開発 187,000

6 泉金酒造株式会社 岩泉町 見学者自身のスマホを使った蔵見学動画の企画・作成 492,000

　県北・沿岸地域の農林水産物や観光資源などの特性を生かした新商品開発や、観光誘客促進に向けた受入
態勢の整備及びサービス開発にかかる経費に対する助成を行う。

助成上限額 50万円
助成対象者 県北地域又は沿岸地域に事務所を置く事業者等
助成対象経費 新商品・新サービス開発や受入態勢整備等にかかる経費（原材料費、検査分析費、印刷製本費

など）及び販路開拓のための出展活動経費

助成件数　12件　
助成総額　4,453,000円

目 的

内 容

実 績

県北沿岸地域新商品・新サービス開発事業



申請者名 地域 事業概要 助成金額（円）

7 さしはた牧場 岩泉町 完全放牧のジャージー牛の生乳を利用した、濃厚ジェラー
トの開発 420,000

8 有限会社宮古マルエイ 宮古市
新しい切り口の商品で新規顧客の獲得と認知を高める
（「元魚嫌いさん監修ペロッと干しかれい」、「骨せんべい
調理キット」の開発）

101,000

9 株式会社バンザイファクトリー 大船渡市 高級パン業界に特化した商品開発とマーケティング開拓
（「三陸椿バター」の開発） 500,000

10 みんなのしるし合同会社 大船渡市 防災／復興教育コンテンツでオンリーワン企業を目指す
（防災ワークショップ用の動画・ワークブックの作成） 500,000

11 株式会社シャイン 大船渡市
地域の未利用資源を有効活用し、漁業全体が抱える課題
を解決する
（「鮑塩」の開発）

426,000

12 D-Design Farm 陸前高田市
フルーツトマトの規格外品を活用した加工品の製作と販
路開拓
（トマトジュースの開発）

262,000



県北沿岸地域新商品・新サービス開発事業｜事例紹介

　魚離れが進み、日本国内の魚の消費量は減少傾向
にあることから、消費者にとってより食べやすく親し
みをもてる加工品を提供することを目的に商品開発
を行った。
　丁寧なヒアリングや試作を重ね、カレイの専門店と
して培った独自の製法やオリジナルカット技術を活
かした焼くだけでペロリと身が剥がれる「めちゃ食
べやすい干しカレイ」や、魚捌き体験が自宅でできる
「カレイの５枚おろしチャレンジキット」を開発。
　魚を食べる際の手間となる「骨取り」ニーズへの対
応、子どもの食育や年を重ねた方々へもＰＲできる新
しい商品が誕生した。

新しい切り口の商品で新規顧客の獲得と認知を高める
（「元魚嫌いさん監修ペロッと干しかれい」「骨せんべい調理キット」の開発）

有限会社宮古マルエイ（宮古市）

　岩手の木材を正しく使うことで「つくる責任」「使う責任」を果たし、限ら
れた資源を有効活用することを目的に、これまで廃棄されていた「山葡萄の
蔓の切れ端」や「胡桃の樹皮」からチャーム（装飾品）を開発した。
　手に取りやすい価格帯で販売することで、木工品や山葡萄かごバックに
続く、新しい顧客へのアプローチ
が可能となり、伝統ある木工品
製造の歴史を持つ洋野町地域の

手仕事文化の継承に大きく貢献する取り組みとなった。
　職人の手から生まれる二つとないチャームは、可愛らしさを感じるデ
ザインである。

天然素材を活用したハンドメイド「再生型商品」の開発
～「胡桃のかごバック」「蔓や樹皮の切れ端によるチャーム」～

三本木工芸（洋野町）

　新型コロナウイルス感染症拡大により経済活動が停滞し
た影響を受けたころから、三陸鉄道株式会社などと連携し、
三陸地域の活性化及び北岩手地域のアパレルブランドのＰ
Ｒの実現に向け、オリジナルパーカーを開発した。
　企画からデザイン、縫製まで全ての工程を日本国内で行う
ことで、高品質で類を見ない商品となった。
　三陸鉄道の列車番号や出発時刻の数字を並べたデザイン
は面白みに溢れ、正式販売開始から大きな反響を呼んだ。

北いわての高度な縫製技術を活用し、三陸鉄道とコラボした新たなアパレル製品・グッズの展開
株式会社プランタンいずみ（久慈市）



　久慈地域の新たな観光資源「恐竜」をテーマに、久慈琥
珀株式会社の施設内や令和5年4月にオープンした道の駅
「いわて北三陸」を訪れる観光客などに向けたショッピン
グアイテムとして恐竜を訴求した新商品を開発した。
　保存料、着色料、香料を使用せず、岩手県産の米粉を利
用したグルテンフリーの生地に久慈産の山葡萄の果汁を
練り込んだヘルシーな焼き菓子「ティラノボーロ」が完成。

　シンプルながら素材の美味しさが際立ち、安心して
食べられることから、久慈産の新しいお土産として注
目を浴びている。

琥珀と恐竜の街・久慈市！オリジナル恐竜スイーツ新土産の開発と販売
久慈琥珀株式会社（久慈市）

用し
練り

　築140年の歴史を持つ酒蔵の建築物としての価値や、醸造の工程
を国内外の観光客や施設見学に訪れる方々に分かり易く説明すること
を目的に、新しいガイドツールを開発した。
　スマートフォンを活用し、手元で動画を流すことで醸造が行われて
いない時期でも臨場感のある見学が可能となり、「醸造工程」や「南部
杜氏」などを知る機会も提供できるようになった。また、機材なども不要
のため、従業員の多くがガイドを担当できるようになり、効率の良いガ
イディングが可能となった。
　世界各国で日本酒の人気が高まっていることから、多様な見学客を
迎えられるよう、今後も受入れ体制の整備を進めていく。

見学者自身のスマホを使った蔵見学動画の企画・作成
泉金酒造株式会社（岩泉町）

　東日本大震災の被災者の証言や記録をもとに制作した舞台作品「いのちの
かたりつぎ」を、東日本大震災を経験していない、知らない地域の学校関係者
や、地域内外の防災意識の向上につなげていくため、教育研修コンテンツとし
て映像化を行った。また、修学旅行や企業研修の際に使用できるワークブック
の開発も行った。
　制作した2本の映像「カーナビゲーションシステム」「ハナミズキの道」は、そ
れぞれ特徴を持った構成となってお
り、ご覧いただく方々にあわせて上映
会等を開催することがきる。
　今後は、観光事業者、宿泊施設など
と連携し、防災研修の機会提供をする

ことで、三陸地域を訪れる方々に東日本大震災の記憶の伝承し、防災意識
の向上に貢献していく。

防災／復興教育コンテンツでオンリーワン企業を目指す
みんなのしるし合同会社（大船渡市）

県北沿岸地域新商品・新サービス開発事業｜事例紹介



申請者名 主な
活動地域 事業概要 助成金額

（円）

1 すなどり舎 石市
大槌町

交流人口増を目的とした釣り振興事業
～アフターコロナに向けた釣り場MAPの制作と初心者
対象の釣り体験会の実施～

664,000

2 一般社団法人マルゴト陸前高田 陸前高田市
交流人口拡大を目的とする新市街地をフィールドにした
探究学習の受入体制構築事業
～震災学習から復興交流学習へ～

408,000

3 こんたでぃーの遠野 遠野市 伝統野菜継承に向けた担い手育成とコミュニティ形成事
業 649,000

4 特定非営利法人やませデザイン
会議 久慈市 北岩手循環共生圏における地域住民との対話による再生

可能エネルギー導入人材・コミュニティ育成事業 480,000

コミュニティ活動・人材育成事業

　持続可能なコミュニティ形成や伝統文化の維持継承など、地域課題の解決のため、地域住民が主体となる自
立的な取組みや、その取組みを担う人材を育成する取組みに対し助成を行う。

助成上限額 80万円
助成対象者 県北地域・沿岸地域を対象に活動する団体
助成対象経費 取組を実施するために必要な経費（外部専門家への謝金、会場使用料、機器レンタル料など）

助成件数　４件　
助成総額　2,201,000円

目 的

内 容

実 績



事業名▶交流人口増を目的とした釣り振興事業
～アフターコロナに向けた釣り場 MAP の制作と初心者対象の釣り体験会の実施～

団体名▶すなどり舎

釣り体験会、魚捌き方教室の様子

活
動
紹
介（
主
な
活
動
）

　すなどり舎は、三陸釜石の海で生き続ける漁業者と漁村と魚の魅力を発信し、交流人口を増やすことで持続可能
な漁村をつくり、関係性と活力を次世代に引き継いでいくことを目的として、釜石地域を中心に活動している。
　令和3年度から始めたこの取り組みは、釣りのマナーや安全性の向上、釣りや漁業体験を通じた交流人口増を目
指し、これまで釣り人目線で22箇所の漁港のドローンによる空撮を行い、その動画を公開している。
　令和４年度は、釜石・大槌エリアの各釣り場及び周辺の施設等の情報や安全啓蒙を記載した釣り場マップを作
成し、内陸釣具店を中心に12か所に無償配布した。また、初心者向けの船釣り体験会と魚捌き方教室を開催し、家
族連れを中心に18名が参加した。釣り体験会では釜石海上保安部の専門官から安全確保と万一事故が発生した
時の対応策の講話をいただき、魚捌き方教室では岩手大学の農学部水産コースの卒業生が講師を担当するなど、
地域の専門家を交えながら安全且つ分かり易い内容となるよう、工夫を重ねた。
　釣り場マップは、初心者層から中級者層まで幅広い方面から望外の評価をいただき、船釣り体験会は、初心者を
対象としたが、釜石海上保安部からの安全講和は、海の怖さと注意すべき点がわかりやすく、大いに勉強になった
と意見があった。魚捌き方教室では、命をいただくことへの感謝と豊かな三陸の海を体感していただいた。
　このような体験をきっかけに、三陸沿岸に釣りに来る人が増え、人が交流し、経済が循環することで三陸地域がさ
らに活性化し、地産地消の推進や、魚食普及、海、漁業ヘの理解が一歩一歩進むものと考えている。

コミュニティ活動・人材育成事業｜事例紹介

今
後
の
活
動

・船釣り体験会ツアーの実施　
　遊漁船許可を持つ漁師とタイアップし、初心者、中級者を対象とした体験型ツアーを年に2～3回実施する。
・釣り場マップ有料版の作成
　有料化に向け、無償配布した12か所に要望を調査中。令和５年秋の配布を目指している。
　釣り（遊漁）や漁業体験、渚泊を通して、漁港（浜）を活性化させようとする海業の考え方は、すなどり舎の方向性とも合致
しており、今後は地元漁師や飲食店とタイアップした漁業体験などもラインナップに加えていきたいと考えている。

初制作の
釣り場MAP



コミュニティ活動・人材育成事業｜事例紹介

事業名▶交流人口拡大を目的とする新市街地をフィールドにした探究学習の受入体制
構築事業 ～震災学習から復興交流学習へ～

団体名▶一般社団法人マルゴト陸前高田

活
動
紹
介（
主
な
活
動
）

　マルゴト陸前高田は、2016年の設立以来、交流体験や研修プログラムの受入れを行っている。
　東日本大震災から12年が経過しているが、観光や修学旅行で高田松原津波復興祈念公園を訪れる人は増加す
る一方、復興した陸前高田中心市街地を訪れる人は少ないことに課題を感じたことから、復興の様子を歩いて学ぶ
プログラムに着目した。中心市街地を周遊し、経済効果に繫がるコミュニティづくりを目標として、修学旅行生向け
に特化した、探求学習プログラムを企画しツアー体験等を実施した。
　参加者は、チェックポイントが記載された「ミッションシート」を持ち、90分程度かけて中心市街地を散策する。
モニターツアーには、５団体304名が参加し、終了後はアンケート調査により意見を聴取した。また、プログラムの
作成にあたっては岩手大学、名古屋からまちづくりの専門家を招き、２回のフィールドワークを開催し、提供内容の
検証を行った。

今
後
の
活
動

　令和5年度は7月時点で、中学生・高校生7団体の受入を予定。
　震災防災学習だけではなく、中心市街地までフィールドを広げ歩いて学ぶプログラムを提供し、着実に浸透させて
いくことで、陸前高田に訪れたたくさんの学生たちが地域の方 と々交流しながら街を歩き、東日本大震災からの復興
の様子や街づくりの状況をより近くで感じて貰うことを目指していく。

専門家を交えたフィールドワークの様子

名古屋市からの視察受け入れの様子

東海新報
令和４年８月12日
（6面）



コミュニティ活動・人材育成事業｜事例紹介

事業名▶伝統野菜継承に向けた担い手育成とコミュニティ形成事業
団体名▶こんたでぃーの遠野

活
動
紹
介（
主
な
活
動
）

　こんたでぃーの遠野は、令和元年から遠野地域で農産物の生産を行うほか、同地域内の農家が栽培した野菜を
はじめとした農産物の販売・加工を行っており、県内外各地のマルシェでも直接販売している。
　また、遠野地域の伝統野菜である「琴畑（ことはた）かぶ」や「早池峰菜」などの栽培方法の継承活動や普及啓
発も併せて行っている。
　令和4年度は6月から11月にかけ、琴畑かぶの種取りをはじめ、歴史や栽培方法を学び、野菜販売の専門
家を招いての伝統野菜の価値の創造から親子で楽しむ料理教室まで幅広いテーマで全4回の講習会を開催し、
地域内外から総勢 90 名参加した。
　また、遠野伝統野菜研究会と協力し、冊子「～遠野の伝統野菜をつなぐ 琴畑かぶと早池峰菜～」を制作し、
遠野市内小中学生や遠野緑峰高校、その他遠野市内の食品等の販売拠点9箇所に配布した。

今
後
の
活
動

　今回の活動を通して遠野市内に琴畑かぶや伝統野菜の栽培希望者が増えたことが今後活動していくうえで大きな
収穫になった。また、これまでは遠野伝統野菜への理解が浅く、種取りの方法や栽培方法が確立されていなかった
ものが一定のスキルまで向上した事は更に大きい成果と感じている。
　今後も遠野伝統野菜研究会や県立遠野緑峰高校生産技術科と情報共有しながら生産の向上、流通の開拓をすす
め次の世代に遠野伝統野菜の生産が引き継がれていくレールを作って行きたい。

制作した
～遠野の伝統野菜をつなぐ 
琴畑かぶと早池峰菜～

琴畑かぶの
種とり講習
会の様子

親子料理教室で伝統野菜に触れて味わう



コミュニティ活動・人材育成事業｜事例紹介

事業名▶ 北岩手循環共生圏における地域住民との対話による再生可能エネルギー導入
人材・コミュニティ育成事業

団体名▶ 特定非営利活動法人やませデザイン会議

活
動
紹
介（
主
な
活
動
）

　やませデザイン会議は、久慈地域の魅力ある郷土づくりを目指し、地域課題の解決に向けた講演会の開催を通
じた地域づくり活動や、市民活動を支援する地域ファンドの運営を行っている。
　久慈地域を含む北いわて地域の９つの自治体（久慈市、二戸市、洋野町、軽米町、葛巻町、一戸町、野田村、普
代村、九戸村）では、令和２年に「北岩手循環共生圏」を構築し、地域資源を活用したカーボンニュートラルの取り
組みを推進している。
　令和４年度は、地域住民が参加する再生可能エネルギーの地産地消の促進や行動変容の志向を目的とした
カードゲームなどを取り入れたワークショップを３回開催し、計40名が参加した。
　今回の取り組みを通じて、成果目標としていた参加者のアウトカム（参加者の意識や状態の変化）はアンケート
の集計結果から、脱炭素への理解が深まり行動変容に繋がる変化が見られた人数が参加者数とほぼ同数となり、
目標の数値（参加者の80％以上）を達成していると考えている。
　また、課題として参加者の属性を見ると行政関係者が多く、一般市民の参加は約３割にとどまった。一般市民の
参加をより促すための周知方法や開催場所・日時の検討が課題と考えている。

今
後
の
活
動

　今後は、北岩手循環共生圏域（久慈市、二戸市、洋野町、軽米町、葛巻町、一

戸町、野田村、普代村、九戸村）の住民や企業の意識変容が重要であることか

ら、特に久慈市の近隣町村である洋野町、野田村、普代村にも脱炭素の取り組

みが拡がるよう活動を進めたい。現在、令和５年度後期にワークショップを開催

できるよう計画中である。

帽子やのぼりを使ってシチュエーションを変える

参加者全員で振り返りを行う



申請者名 開催地 事業概要 助成金額
（円）

1 一般社団法人燈 普代村
いわてガストロノミー会議2022 in普代
（県内外の著名なシェフや生産者、食の専門家が一堂に会
し、今後の「食」の在り方を追究する会議や交流会の開催）

1,577,000

イベント開催事業

　三陸地域の活性化及び交流人口の拡大に向けたイベント（震災復興に資する取組、また三陸地域として広域
的波及効果がみられる取組みと認められるもの）の開催経費に対する助成を行う。

助成上限額 1,000万円（当該事業に要する経費が500万円以上のもの）
助成対象者 地域振興活動団体
助成対象経費 イベント開催に係る経費（謝金、旅費、広告宣伝費、会場等使用料など）

助成件数　１件　
助成金額　1,577,000円

目 的

内 容

実 績



　三陸地域や地域食材の情報発信、食に関するネットワークの構築、若手シェフの育成を目指し、いわてガストロ
ノミー会議2022in普代を開催した。会議では、食文化や生産現場、自然環境についてのセッション・講演におおよ
そ60名が参加し、地域の食の未来に期待したいという声が多くあがった。また、会議前日に行われた交流会には、
メディア関係者、県内外の料理人、旅行関係者、地元生産者、研究者など43名が参加。岩手の料理人チームが作
る三陸の豊かな食材を使った料理が提供され、地域食材の魅力を発信するとともに、地元生産者と著名シェフの
ネットワーク構築につながった。今後は若手料理人を中心とした食文化や技術の継承、定期的な勉強会の開催を
通じ、三陸地域に飲食関係者が集うような、食を中心とした地域づくりを目指していきたい。

一般社団法人燈 (いわてガストロノミー会議2022 in 普代 )

イベント開催事業｜事例紹介

地域の食材をふんだんに使った交流会



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 







   
   
   
   
   
  
   
   

   
   
   
   
   
   
   
   
   

  
 

   
   
   



 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 





































編集・発行 公益財団法人さんりく基金
〒020-8570  岩手県盛岡市内丸 10-1
 岩手県ふるさと振興部 県北・沿岸振興室内
 　TEL  （019）629-5212
 　FAX  （019）629-5254
 　URL https://sanriku-fund.jp/

三陸総合研究 第48号
2023（令和5）年9月発行



IWATE
SANRIKU


